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　　In 2011, Skymark Airlines entered the double track air route, Naha-Miyako with their 
low budget price. The airfare tended to stay high by the 2 existing airlines (Japan Trans-
Ocean Air and All Nippon Airways) but changed this route to a high competitive route and 
the low price battle between these airlines has broken out. Miyako region depends on air 
transportation and as a result, due to the low fare, increase in use of air transportation and 
tourists has been conﬁrmed. Verifying how the economy of Miyako Region was inﬂuenced 
by the consumption of the tourist, we have gathered information provided by The Prefec-























































　1943年（昭和18年） 6 月 旧日本軍により海軍飛行場として建設
　1956年（昭和31年） 6 月 民間航空機運航開始
　1973年（昭和48年） 2 月 第三種空港政令指定
　1975年（昭和50年） 3 月 供用開始（滑走路 1,500ｍ×45ｍ）
　1978年（昭和53年） 3 月 暫定ジェット供用開始・B737型機就航
　1979年（昭和54年）12月 旧宮古空港ターミナルビル（通称：花笠空港）完成
　1983年（昭和58年） 7 月 滑走路延長、供用開始（2,000ｍ×45ｍ）
　1984年（昭和59年） 1 月 計器着陸装置（ILS）、進入灯供用開始
　1989年（平成元年） 7 月 東京直行便就航（B737型機）
　1997年（平成 9年） 8 月 福岡直行便就航（B737型機）




























HND→MMY 1便／MMY→ HND 1便






OKA→MMY 1便／MMY→ OKA 1便
TRA→MMY 2便／MMY→ TRA 2便







OKA→MMY 5便／MMY→ OKA 5便
ISG→MMY 1便／MMY→ ISG 1便
スカイマーク（BC）
使用機材：B737-800
那覇空港（OKA） OKA→MMY 2便／MMY→ OKA 2便 *
資料：各社の運航スケジュールに基づき作成（2013年 12月～ 2014年 1月のスケジュールに基づく）





スで発表したものの実現はできず、反対に 2012年 7月に、9月 24日からのスケジュー
ルから 3往復 6便体制に減便する結果となった。更には 2013年 1月には「4月 1日から
6月 30日まで運休する」ことを発表した。運航再開は 6月 1日から 3往復 6便体制で実








2011年 6月 30日 2011年 9月 15日～ 1日 5往復 10便
2012年 1月 11日 2012年 7月 01日～ 10月 27日 1日 9往復 18便（注）
2012年 7月 20日 2012年 9月 24日～ 9月 30日 1日 3往復 6便
2013年 1月 25日 2013年 4月 01日～ 6日 30日 運休
2013年 3月 28日 2013年 6月 01日～ 6月 20日 1日 3往復 6便




　2012年度の宮古空港全体の乗降客数は 129万 0,952人となり、この 10年間では最大
となった。2006年から 4年間は毎年乗降客数が減少し、2006年度は前年度より 3万
2,453人も減少している。次いで下げ幅が大きかったのは 2009年度であり、前年より 1
万 9,099人減少している。那覇・宮古間に SKYが参入した効果については、2011年 9
月の就航により発着回数が半期分増加していること、それに伴って乗降者数が 2011年度
は 115万 2,166人と前年度より 7万 6,552人増加、2012年度は 13万 8,217増加と 180％
の伸び率を見せたことが指摘される。日本トランスオーシャン航空（JTA）は 1990年 7











表 2.3.1　スカイマーク航空の月別搭乗者数推移（2013年 10月現在） 単位：人
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2011 ― ― ― ― ― 28,320 28,520 22,998 22,446 19,025 20,251 23,726 153,847
2012 16,283 17,230 18,514 15,279 10,124 15,436 13,121 11,290 10,738 10,646 11,954 15,820 166,435
















































追いつくべく、翌日の 7月 22日には離島割引を 8,100円まで下げ、航空券のみを購入す
る層を引き留める施策を打ち出した。最終的には翌日の 7月 23日にスカイマークが片道















下限 上限 下限 上限
日本トランスオーシャン航空（NU）／
琉球エアーコミューター（NU）
17,500円 18,600円 3,600円 18,100円
全日本空輸（NH） 17,500円 18,600円 3,600円 15,700円








































































消費総額 4.5万円× 41万人＝約 189億円
生産波及効果の総額
約 350億円（うち直接的効果約 124億円）
















消費総額 5.1万円× 39万人＝約 202億円
生産波及効果の総額
約 372億円（うち直接的効果約 130億円）







































































































   　主催者は宮古島市と琉球新報社で 2013年の大会で 29回目。19歳以上 65歳ま




   　温暖な気候のもと、プロ野球の球団の多くは沖縄をキャンプとして選んでいる。
宮古島にはオリックス・バッファーローズがキャンプを行っている。この他にも社









  　１． 私たちは、島の生活を支えるかけがえのない地下水を守ります。
  　１． 私たちは、美しい珊瑚礁の海を守ります。
  　１． 私たちは、みんなの知恵と工夫で、限りある資源とエネルギーを大切にしま
す。
  　１． 私たちは、ゴミのない地球にやさしい美かぎ島すま宮古みゃ～く島ずまを目
指し一人ひとり行動します。
  　１． 私たちは、よりよい地球環境を取り戻し・守るため、世界の人々とともに考
え・行動し、未来へバトンタッチします。
  　１． 私たちは、緑・海・空を守り、すべての生物が共に生きていける環境づくり
のため行動します。
 （4） ダブルトラック
  　国内航空路線就航会社が 2社存在していること。
 （5） スカイマーク株式会社



























 （10） ILS（Instrument landing system）計器着陸装置






















   　国内航空路線就航会社が 3社存在していること。
 （16） 美ぎ島ミュージックコンベンション
   　「訪れた時より帰る時のほうが綺麗な宮古島にしょう！」をテーマに島内外から
多くのアーティストが参加する音楽イベント。毎年、5月に 3日間開催されている。
2013年で 9回目を迎えた。
 （17） MIYAKO ISLAND ROCK FESTIVAL
   　「海に優しく、空に優しい、南の島のロックフェス」をテーマに毎年、6月に開
催されているロックイベント。2013年で 9回目を迎えた。
 （18） パーントゥ
















ジャパン、日本航空系列の JET STAR JAPANなど日本の空の競争はますます激化
している。
 （21） LCC3社
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